
広 報

2010

すこやかすこやか

シリーズ 18シリーズ 18
小国っ子小国っ子

673

～ お姉ちゃんの手で ～
　今年で23回目を迎えた沖小歌舞伎。
　白波五人男に出演する今陽洸君（沖庭小５年）の化粧
をする今唯乃さん（小国高２年）。
　「もうできあがり？」「まだ。もう少し」そんな２人の
会話が聞こえてきました。
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小
国
町
に
根
付
い
て
い
る
独
特

の
生
活
文
化
、
生
活
技
術
に
は
、

先
人
た
ち
の
意
志
と
努
力
に
よ
っ

て
培
わ
れ
た
知
恵
が
息
づ
い
て
い

ま
す
。
こ
れ
を
受
け
継
い
で
い
く

こ
と
は
、
自
分
た
ち
の
地
域
や
環

境
に
つ
い
て
特
性
を
理
解
し
、
地

域
の
誇
り
を
再
認
識
す
る
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。
町
で
は
、
様
々

な
学
習
の
場
に
お
い
て
、
こ
う
し

た
生
活
文
化
、
生
活
技
術
の
評
価

と
継
承
、
そ
し
て
新
た
な
取
り
組

み
を
促
進
す
る
「
ふ
る
さ
と
小

国
」
を
担
う
人
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
学
校
の
授
業
や
、
町

が
開
催
す
る
各
種
講
座
、
町
民
が

主
体
的
に
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
な

ど
で
、
地
域
文
化
を
伝
承
す
る
機

会
が
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
町
の
特
色
あ
る
教
育
シ

ス
テ
ム
で
あ
る
小
中
高
一
貫
教
育

に
お
い
て
は
、小
中
学
校
で
は「
白

い
森
学
習
」、小
国
高
校
で
は
「
地

域
文
化
学
」
と
し
て
地
域
学
習
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

地
域
学
習
を
通
じ
て
、
地
域
の

歴
史
、
自
然
、
文
化
を
知
り
、
体

験
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
を
伝
承
し

て
い
る
人
々
の
思
い
を
知
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
子
ど
も

　人口減少や少子高齢化など私たちを取り巻く環境は年々変化しています。こう

したなか、これまで受け継がれ、維持、保全されてきた農山村の持つ機能や役割

の重要性を再認識し、地域自らが、自分たちの地域の特性を生かした地域づくり

が展開されています。

　地域を知り、地域を愛する心を育成する「白い森学習」、「地域文化学」を通し

て、地域文化の継承とその展開を紹介します。

白沼小学校の白い森学習　炭焼き体験

地域文化の継承と展開地域文化の継承と展開地域文化の継承と展開地域文化の継承と展開地域文化の継承と展開地域文化の継承と展開
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然
環
境
や
社
会
環
境
の
変
化
を
捉

え
な
が
ら
、
身
近
な
地
域
か
ら
町

全
体
へ
と
視
点
を
広
げ
、
地
域
の

す
ば
ら
し
さ
、
小
国
の
良
さ
や
課

題
、
地
域
の
活
性
化
に
必
要
な
こ

と
な
ど
を
探
求
し
て
い
ま
す
。
各

小
中
学
校
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

性
を
考
慮
し
て
題
材
を
抽
出
し
、

地
域
の
か
た
が
た
の
協
力
を
得
て
、

学
習
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

白
沼
小
学
校
三
年
・
四
年
生
の

炭
焼
き
体
験
を
指
導
し
た
草
刈
広

一
さ
ん
（
沼
沢
）
は
、

「
十
年
前
か
ら
毎
年
、
子
ど
も
た

ち
に
炭
焼
き
を
教
え
て
い
ま
す
。

炭
焼
き
は
、
ほ
と
ん
ど
の
子
ど
も

が
初
め
て
の
体
験
。
機
械
の
な
い

人
力
作
業
で
、
い
わ
ば
昔
の
人
の

仕
事
で
す
。
こ
れ
は
昔
か
ら
地
域

に
伝
わ
る
生
業
を
知
る
と
と
も
に
、

便
利
に
な
っ
た
今
の
時
代
の
す
ば

ら
し
さ
を
知
る
こ
と
で
も
あ
り
ま

す
。

　

小
国
は
雪
の
量
が
多
い
か
ら
こ

そ
、
ま
わ
り
ま
わ
っ
て
色
ん
な
恵

み
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に

は
地
域
独
特
の
良
さ
、
す
ば
ら
し

さ
を
分
か
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

伝
承
文
化
を
掘
り
起
こ
し
、

新
た
な
文
化
を
発
信
す
る

地
域
文
化
学

　

地
域
学
習
の
最
終
段
階
と
し
て
、

小
国
高
校
で
は
、
県
内
外
の
大
学

と
連
携
し
て
、
地
域
文
化
学
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
小
中
学
校
で

の
学
習
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
大

学
教
授
ら
の
指
導
の
も
と
、
地
域

の
こ
と
を
よ
り
広
い
視
点
で
考
察

し
て
い
ま
す
。

　

地
域
文
化
学
は
、
一
年
生
が
中

心
と
な
り
、
生
徒
た
ち
が
数
人
ず

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
研
究

テ
ー
マ
を
決
め
、
そ
の
内
容
に
つ

い
て
そ
れ
ぞ
れ
研
究
を
進
め
ま
す
。

小
中
学
校
で
学
ん
だ
白
い
森
学
習

た
ち
は
、
そ
れ
を
誇
り
に
思
い
、

継
承
さ
せ
よ
う
と
す
る
心
の
育
成

や
、
地
域
に
関
わ
る
取
り
組
み
に

対
す
る
意
欲
の
向
上
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　

白
い
森
学
習
で
は
、
地
域
に
根

付
い
た
学
習
に
よ
っ
て
、郷
土
を
愛

す
る
心
の
育
成
を
図
っ
て
い
ま
す
。

地
域
に
学
ぶ
白
い
森
学
習

　

小
学
校
三
年
生
か
ら
始
ま
る
白

い
森
学
習
は
、
学
年
段
階
に
応
じ

て
、
学
習
内
容
を
発
展
さ
せ
て
い

ま
す
。
小
学
校
で
は
、
身
近
な
地

域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
、
地
域
の

人
々
と
関
わ
り
な
が
ら
、
歴
史
、

文
化
、
自
然
な
ど
を
学
習
し
て
い

ま
す
。
森
や
川
な
ど
の
自
然
環
境

や
、
そ
こ
で
育
ま
れ
る
食
の
恵
み
、

さ
ら
に
は
、
伝
承
文
化
、
地
域
で

営
ま
れ
て
い
る
産
業
な
ど
を
学
ん

で
い
ま
す
。

　

中
学
校
で
は
、
小
学
校
で
の
取

り
組
み
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
自

　白い森学習は、地域の歴史、文化、自然
を学びますが、そこには地域のかたがたと
の関わりがあり、地域の教育力を生かした
取り組みといえます。地域を知ることは、
地域を好きになる気持ちを育てるうえで大
切なことです。小国町の良さを子どもたち
に伝えていく機会でもあります。
　学習の成果は、地域を発展させるにはど
うしたらいいか、子どもたちからの提案で
もあると思います。

小中高一貫教育
白い森学習推進部長

渡部　眞治 氏
（白沼小中学校　教頭）
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を
基
礎
と
し
て
、
小
国
町
に
伝
わ

る
民
俗
芸
能
、
年
中
行
事
、
伝
承

工
芸
な
ど
を
含
め
た
生
活
文
化
・

生
活
技
術
や
、
保
健
医
療
福
祉
な

ど
を
題
材
に
し
て
い
ま
す
。
他
地

域
と
の
比
較
と
い
う
視
点
も
取
り

入
れ
、
地
域
の
利
点
や
問
題
点
を

検
討
し
、
解
決
す
る
力
の
育
成
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

地
域
文
化
学
の
授
業
に
つ
い
て
、

小
国
高
一
年
の
佐
藤
秀
稔
君
は
、

「
自
分
た
ち
で
町
の
こ
と
を
取
材

し
な
が
ら
、
調
査
結
果
を
ま
と
め

て
い
ま
す
。
研
究
の
成
果
は
、
身

近
な
人
た
ち
に
教
え
て
広
め
た
い

と
思
う
し
、
自
分
の
将
来
に
も
役

立
て
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

地
域
文
化
学
の
取
材
活
動
に
協

力
し
た
益
田
則
雄
さ
ん（
幸
町
）は
、

「
地
域
の
歴
史
、
文
化
を
学
ぶ
こ

と
は
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
学
習
成

果
も
見
て
い
ま
し
た
が
、
年
々
、

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
き
て
い
る
よ

う
に
感
じ
ま
す
。
地
域
の
こ
と
を

調
べ
て
ま
と
め
る
、
そ
し
て
発
表

す
る
こ
と
は
、
生
徒
の
将
来
に
つ

な
が
る
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
白
い
森
学
習
を
基
礎
と

し
た
地
域
文
化
学
で
は
、
こ
れ
ま

で
の
学
習
の
成
果
を
積
み
重
ね
て
、

地
域
情
報
の
掘
り
起
こ
し
や
、
小

国
の
魅
力
発
信
に
つ
な
げ
て
い
ま

す
。
こ
の
取
り
組
み
の
な
か
か
ら
、

主
な
取
り
組
み
を
二
例
紹
介
し
ま

す
。

　

小
国
の
伝
承
歌
を
採
譜

　

小
国
に
は
古
く
か
ら
祭
礼
の
時

に
歌
わ
れ
る
伝
統
的
な
歌
や
、
子

ど
も
た
ち
の
手
遊
び
歌
な
ど
、
い

わ
ゆ
る
伝
承
歌
が
数
多
く
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
平
成
十
一
年
発
刊
の

『
小
国
の
文
化
財
』
の
な
か
に
、

伝
承
歌
の
歌
詞
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
楽
譜
は
掲
載
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
平
成

十
九
年
度
の
研
究
か
ら
、
小
国
高

生
が
実
際
に
地
域
の
伝
統
行
事
を

取
材
し
な
が
ら
、
そ
こ
で
歌
わ
れ

る
伝
承
歌
の
採
譜
に
取
り
組
み
、

山
形
大
学
地
域
教
育
学
部
教
授
の

鈴
木
渉
氏
の
継
続
し
た
指
導
の
も

と
、
平
成
二
十
一
年
度
に
『
小
国

の
伝
承
歌
』
を
発
刊
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
冊
子
で
は
、
い
そ
節
、
小

国
臼
引
き
唄
（
も
み
す
り
唄
）
な

ど
全
二
十
七
曲
が
、
取
材
内
容
も

含
め
て
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
内
容
は
、
小
国
高
校
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
て
お
り
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
誰
で
も
そ
の

成
果
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

小
国
高
生
が
つ
く
る
情
報
誌

　
『
Ｏ
ｇ
ｕ
ｕ
』

　

小
国
高
生
に
よ
る
地
域
の
魅
力

を
発
信
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、

平
成
二
十
年
度
か
ら
、
東
北
公
益

文
科
大
学
公
益
学
科
准
教
授
の
呉

尚
浩
氏
の
指
導
を
受
け
、
地
域
の

魅
力
を
発
信
す
る
情
報
誌
『
Ｏ
ｇ

ｕ
ｕ
』
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

　

小
国
の
魅
力
あ
る
地
域
情
報
と

し
て
、
平
成
二
十
年
度
に
発
行
し

た
第
一
号
で
は
「
小
国
を
楽
し

む
」
と
題
し
て
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー

基
地
温
身
平
で
の
癒
し
体
験
や
、

小
国
の
食
を
め
ぐ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
つ
い
て
特
集
を
掲
載
。
ま
た
、

第
二
号
で
は
、「
白
い
森
お
ぐ
に

の
恵
み
」
と
題
し
て
、
雑
穀
の
調

理
方
法
の
紹
介
や
、
北
部
地
域
の

自
然
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
二
年
度
に
お
い
て
も
、
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引
き
続
き
、
呉
氏
の
指
導
の
も
と
、

第
三
号
の
発
行
に
向
け
て
取
材
・

編
集
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

呉
氏
は
、「
伝
承
文
化
を
守
る

こ
と
と
と
も
に
、
新
し
い
地
域
文

化
を
作
っ
て
い
く
こ
と
も
必
要
で

す
。
私
の
講
義
で
は
、
そ
う
い
う

視
点
か
ら
、
何
ら
か
の
手
法
で
、

地
域
の
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
を

考
え
ま
し
た
。
そ
し
て
高
校
生
の

提
案
で
生
ま
れ
た
の
が
『
Ｏ
ｇ
ｕ

ｕ
』
で
す
。

　

生
徒
が
体
験
的
に
取
材
す
る
。

そ
し
て
地
域
で
の
取
り
組
み
を
肌

で
感
じ
、
そ
れ
を
編
集
し
、
人
に

伝
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
学
び
が
深

ま
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
そ
れ
を
広

め
る
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の
町
づ

く
り
に
資
す
る
取
り
組
み
だ
と
思

い
ま
す
。

　

ま
た
、『
Ｏ
ｇ
ｕ
ｕ
』
制
作
の

な
か
で
、
食
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

つ
い
て
の
座
談
会
や
、
大
学
生
と

一
緒
に
活
動
す
る
場
面
も
あ
り
ま

し
た
。
こ
う
し
た
こ
と
が
、
新
し

い
交
流
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
が
、
こ
れ

か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
き
っ
か
け

に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

地
域
学
習
の
展
開
が

多
様
な
力
の
結
集
に

　

地
域
学
習
を
通
し
て
、
地
域
の

文
化
を
学
ぶ
こ
と
は
、
文
化
の
継

承
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
持
つ
特

性
を
理
解
し
、
地
域
の
誇
り
を
再

認
識
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
交

流
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
交
流
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
た
な
つ
な

が
り
が
生
ま
れ
、
さ
ら
に
協
働
す

る
こ
と
で
、
地
域
の
魅
力
の
高
ま

り
や
広
が
り
に
つ
な
が
り
、「
地

域
の
持
つ
力
」
が
増
幅
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
社
会
環
境
が
変
化

し
て
い
く
な
か
に
あ
っ
て
、
地
域

や
集
落
の
機
能
を
維
持
、
保
全
し
、

新
た
な
文
化
を
つ
く
っ
て
い
く
た

め
に
は
、
地
域
自
ら
が
、
主
体
的

に
「
地
域
の
持
つ
力
」
を
高
め
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

町
で
は
、
白
い
森
学
習
、
地
域

文
化
学
と
い
う
町
独
自
の
特
色
あ

る
教
育
を
大
切
に
し
て
、
ふ
る
さ

と
小
国
を
担
う
人
づ
く
り
を
進
め

る
と
と
も
に
、
町
内
各
地
に
継
承

さ
れ
て
き
た
知
恵
と
技
術
を
受
け

継
ぎ
、
新
た
な
文
化
を
創
出
す
る

「
仕
組
み
と
場
づ
く
り
」
に
取
り

組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

地
域
特
性
を
生
か
し
た
取
り
組
み

を
展
開
し
、
町
民
の
主
体
的
な
力

と
、
地
域
の
取
り
組
み
に
共
鳴
す

る
多
く
の
人
た
ち
の
多
様
な
力
の

結
集
に
よ
る
活
力
あ
る
地
域
づ
く

り
を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。

平成22年度　小国高等学校
町民報告会

■日　時　11月19日㈮
　　　　　18：15 ～ 19：30
■場　所　総合センター　集会室
■内　容　地域文化学
　　　　　研究成果の発表
■問合先　小国高校（☎62－2054）へ

山形大学工学部大学院
　理工学研究科 准教授 前山　勝也氏
　【蛍光物質をつくる】
東北文教大学短期大学部
　総合文学科 教授 菊地　和博氏
　【民俗芸能・民俗行事・庶民信仰・
伝統工芸】
東北公益文化大学
　公益学科 准教授 呉　　尚浩氏
　【Ｏｇｕｕ第３弾】
米沢女子短期大学
　日本史学科 講師 原　淳一郎氏
　【地域の歴史・民俗学】
新潟医療福祉大学健康科学部
　看護学科 講師 松井由美子氏
　【小児看護学】

本年度の講師と
取り組みテーマ

地域
文化学
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近
年
、
情
報
社
会
の
進
展
に
よ

り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
は
じ
め

と
す
る
情
報
サ
ー
ビ
ス
が
日
常
生

活
で
広
く
利
用
さ
れ
、
光
フ
ァ
イ

バ
や
携
帯
電
話
は
、
電
気
や
水
道

と
同
様
に
重
要
な
生
活
基
盤
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
誰
も
が
超
高
速
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
で
き
る
環
境
を
整
備
す

る
た
め
、
国
か
ら
の
補
助
を
受
け
、

現
在
、
平
成
二
十
三
年
三
月
の

サ
ー
ビ
ス
開
始
に
向
け
、
東
日
本

電
信
電
話
株
式
会
社
山
形
支
店
と

の
間
で
契
約
を
結
び
、
光
フ
ァ
イ

バ
ケ
ー
ブ
ル
の
敷
設
工
事
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

光
フ
ァ
イ
バ
が
整
備
さ
れ
る
と
、

町
内
の
ほ
ぼ
全
域
に
ブ
ロ
ー
ド
バ

ン
ド
を
利
用
で
き
る
環
境
が
整
い
、

大
容
量
・
高
速
度
の
情
報
通
信
が

可
能
に
な
り
ま
す
。

　

町
が
整
備
し
て
い
る
の
は
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
の
中
継
所
か
ら
各
家
庭
付
近

ま
で
の
基
幹
と
な
る
ケ
ー
ブ
ル
で
、

そ
こ
か
ら
各
家
庭
へ
の
引
き
込
み

は
、
利
用
す
る
人
に
よ
り
整
備
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
（
図
１
整
備

イ
メ
ー
ジ
参
照
）。

　

ま
た
、
現
在
町
で
は
、
町
内
九

カ
所
で
携
帯
電
話
の
基
地
局
整
備

も
進
め
て
お
り
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ

に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
通
話
サ
ー
ビ
ス
の
開
始

は
、
整
備
を
進
め
て
い
る
光
フ
ァ

イ
バ
の
サ
ー
ビ
ス
開
始
に
合
せ
、

平
成
二
十
三
年
三
月
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
基
地
局
が
完
成
す
る

こ
と
に
よ
り
、
町
内
の
通
話
エ
リ

ア
は
大
幅
に
拡
大
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
町
で
は
今
後
も
、
通
話
エ
リ

ア
の
拡
大
を
促
進
し
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

光ケーブル光ケーブル光ケーブル光ケーブル

携帯電話
基地局

NTT中継所

町が整備 利用者の申込みによる整備部分

図１整備イメージ

利用者の
申込みによる
整備部分

町が整備

情
報
通
信
サ
ー
ビ
ス
の

 

利
用
拡
大

Ｑ
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環
境
（
光
フ
ァ

イ
バ
）
が
整
備
さ
れ
る
と
何
が
で
き

る
の
？

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
お
い
て
、
大

容
量
の
動
画
や
音
楽
デ
ー
タ
な
ど
を

素
早
く
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
以
外
で
も
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
様
々
な
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

Ｑ
光
フ
ァ
イ
バ
に
よ
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
に
は
？

次
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

•
光
フ
ァ
イ
バ
利
用
申
込
み

　

光
フ
ァ
イ
バ
を
利
用
す
る
た
め
の

申
込
み
が
必
要
で
す
。

•
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
申
込
み

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
す
る
た

め
の
申
込
み
が
必
要
で
す
。

Ｑ
携
帯
電
話
基
地
局
の
整
備
箇
所
は
？

　

徳
網
、
金
目
、
玉
川
中
里
、
足
野

水
、
市
野
沢
、
足
水
中
里
、
樽
口
、

河
原
角
及
び
白
子
沢
地
内
の
九
カ
所

で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
集
落
が
エ
リ
ア

化
さ
れ
ま
す
。

■
問
合
先

　

総
務
企
画
課
行
政
管
理
室

A

Q
＆
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町
民
の
安
全
安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
た
め

町
と
小
国
警
察
署
が
連
携
し

暴
力
団
を
排
除

　

町
で
は
、
暴
力
団
が
町
営
住
宅

等
に
入
居
し
な
い
よ
う
規
定
し
、

町
民
の
安
全
安
心
な
生
活
を
守
る

た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
れ
に
伴
い
、
小
国

町
と
小
国
警
察
署
が
、
九
月
二
十

九
日
、
合
意
書
を
締
結
し
、
入
居

し
よ
う
と
す
る
者
が
暴
力
団
員
で

あ
る
か
否
か
の
照
会
な
ど
、
そ
の

情
報
提
供
に
つ
い
て
連
携
・
協
力

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

暴
力
団
み
か
じ
め
料

縁
切
り
同
盟
を
結
成

　

暴
力
団
の
資
金
源
で
あ
る
み
か

じ
め
料
等
の
不
当
な
要
求
を
拒
否

し
、
暴
力
団
組
織
の
壊
滅
を
図
り
、

安
全
・
安
心
な
街
づ
く
り
の
実
現

を
目
指
す
こ
と
を
目
的
に
、「
暴

力
団
の
み
か
じ
め
料
等
縁
切
り
同

盟
（
会
長
・
加
藤
功
小
国
町
商
工

会
長
）」
が
発
足
し
ま
し
た
。

　

十
月
十
四
日
に
行
わ
れ
た
結
成

式
で
は
、
町
商
工
会
を
中
心
に
、

町
内
の
四
十
一
事
業
所
が
加
盟
し
、

不
当
要
求
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

断
固
拒
否
す
る
と
と
も
に
、
警
察

に
届
け
出
る
こ
と
を
宣
言
し
ま
し

た
。
ま
た
、「
暴
力
団
追
放
す
っ

ベ
ア
ー
」
と
記
載
さ
れ
た
プ
レ
ー

ト
が
配
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業

所
に
掲
示
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

町
立
病
院
に

宇う

が

じ

ん

賀
神
智さ

と
し

先
生
が
着
任

　

十
月
一
日
か
ら
、
町
立
病
院
に
、

内
科
医
師
宇
賀
神
智
先
生
が
着
任

さ
れ
ま
し
た
。

　

千
葉
県
市
川
市
出
身
の
宇
賀
神

先
生
は
、
山
形
大
学
を
卒
業
後
、

県
立
中
央
病
院
、
東
北
中
央
病
院

な
ど
で
勤
務
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

「
専
門
は
、
消
化
器
内
科
で
す
。

専
門
性
を
生
か
し
つ
つ
、
幅
広
く

診
療
を
行
え
る
よ
う
努
力
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

小
国
町
商
工
会
青
年
部
の
渡
邊

拓
磨
さ
ん
（
樽
口
）
が
、
平
成
二

十
二
年
度
商
工
会
青
年
部
主
張
発

表
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

　

渡
邊
さ
ん
は
、
九
月
に
行
わ
れ

た
北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

に
お
い
て
最
優
秀
賞
（
東
北
産
業

局
賞
）
を
受
賞
し
、
全
国
大
会
へ

の
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

発
表
テ
ー
マ
は
、『
青
年
部
活

動
に
参
加
し
て
〜
１
＋
２
＋
３
＝

６
を
世
界
へ
〜
』
と
い
う
タ
イ
ト

ル
で
す
。「
商
工
会
青
年
部
で
取

り
組
ん
で
い
る
農
商
工
連
携
に
つ

い
て
発
表
し
ま
す
。
全
国
の
舞
台

で
、
小
国
の
こ
と
を
広
め
ら
れ
る

よ
う
、
頑
張
り
ま
す
」
と
全
国
大

会
へ
の
抱
負
を
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

10月14日に行われた結成式

渡
邊
拓
磨
さ
ん（
樽
口
）

全
国
大
会
へ
出
場

町
民
の
安
全
安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
た
め

 

〜
暴
力
団
排
除
で
関
係
機
関
が
連
携
〜
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自
発
光
回
転
灯
を

通
学
路
な
ど
に
設
置

　

小
国
警
察
署
で
は
、
Ｊ
Ａ
共
済

連
山
形
か
ら
贈
呈
を
受
け
た
ソ
ー

ラ
ー
式
自
発
光
回
転
灯
ス
ポ
ッ
ト

フ
ラ
ッ
シ
ュ
を
、
町
内
十
五
カ
所

に
設
置
し
ま
し
た
。

　

小
国
警
察
署
槇
地
域
交
通
課
長

は
、「
町
内
の
県
道
や
国
道
一
一
三

号
で
、
児
童
生
徒
の
横
断
の
多
い

横
断
歩
道
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

歩
行
者
が
横
断
歩
道
を
渡
ろ
う
と

す
る
と
、
回
転
灯
が
点
滅
す
る
仕

組
み
で
す
。

　

横
断
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
す
。

歩
行
者
を
見
つ
け
た
ら
思
い
や
る

心
で
一
旦
停
止
し
ま
し
ょ
う
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

小
国
町
総
合
防
災
訓
練
が
、
十

月
二
日
、
沖
庭
小
学
校
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

新
潟
県
沖
を
震
源
と
す
る
大
規

模
地
震
が
発
生
し
た
と
の
想
定
で

進
め
ら
れ
、
沖
庭
地
区
の
か
た
を

中
心
に
、
町
消
防
団
員
な
ど
約
三

百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
災
害
対
策
本
部
の
設

置
に
始
ま
り
、
消
火
器
と
バ
ケ
ツ

を
使
っ
た
初
期
消
火
訓
練
や
、
救

急
救
護
訓
練
な
ど
が
実
施
さ
れ
た

ほ
か
、
今
回
は
、
近
年
多
発
し
て

い
る
豪
雨
災
害
へ
の
備
え
と
し
て
、

水
防
訓
練
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
ら
は
、
緊
急
時
に
お
け

る
対
応
に
つ
い
て
、
協
力
体
制
を

確
認
し
合
い
な
が
ら
、
真
剣
な
表

情
で
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

万
が
一
に
備
え
て

小
国
町
総
合
防
災
訓
練

小
国
町
総
合
防
災
訓
練

消火器を使った初期消火訓練

AEDを使った救護訓練

素早く土のうを積み上げる水防訓練

宝
く
じ
助
成
に
よ
り

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
の

 

楽
器
を
整
備

　

町
で
は
、
火
災
予
防
の
Ｐ
Ｒ
活

動
を
推
進
す
る
た
め
、
㈶
日
本
防

火
協
会
「
民
間
防
火
組
織
等
の
防

火
・
防
災
普
及
啓
発
推
進
事
業
」

の
助
成
を
受
け
、
幼
年
消
防
ク
ラ

ブ
が
使
用
す
る
楽
器
を
整
備
し
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
楽
器
を
、
毎
年

の
消
防
演
習
を
は
じ
め
と
す
る
各

種
事
業
に
お
い
て
、
鼓
笛
隊
演
奏

な
ど
に
活
用
し
、
広
く
防
火
思
想

の
普
及
啓
発
を
実
施
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

㈶日本防火協会　助成事業

※
こ
の
助
成
事
業
は
、

宝
く
じ
の
普
及
広
報

を
目
的
と
し
て
行
わ

れ
て
い
る
も
の
で
、

宝
く
じ
の
収
入
を
財

源
と
し
て
い
ま
す
。

※○で囲まれた部分が回転灯
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中学生が職場体験中学生が職場体験

後
藤　

慎
都
君
（
白
沼
中
）

食
事
の
介
助
や
散
歩
を
し
ま
し
た
。

お
年
寄
り
に
喜
ん
で
も
ら
え
た
と

き
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
。

渡
部　

美
月
さ
ん
（
北
部
中
）

た
く
さ
ん
子
ど
も
と
ふ
れ
あ
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
子
ど
も
を
寝

か
し
つ
け
る
こ
と
が
大
変
で
し
た
。

米
野　

賢
史
郎
君
（
小
国
中
）

広
報
の
仕
事
や
製
図
な
ど
を
体
験

し
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
将
来
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

佐
藤　

克
典
君
（
小
国
中
）

農
業
に
関
心
が
あ
り
ま
し
た
。
力

仕
事
が
多
く
、大
変
で
し
た
が
、そ

の
分
、
達
成
感
を
得
ら
れ
ま
し
た
。

渡
辺
小
夏
さ
ん（
小
国
中
三
年
）

環
境
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞
を
受
賞

　

小
国
中
学
校
三
年
の
渡
辺
小
夏

さ
ん
が
、
第
十
四
回
全
国
小
中
学

校
児
童
・
生
徒
環
境
絵
画
コ
ン

ク
ー
ル
で
文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

美
術
部
に
所
属
し
て
い
る
渡
辺

さ
ん
は
、「
町
の
ブ
ナ
の
森
と
、

自
分
の
好
き
な
生
き
物
を
組
み
合

わ
せ
て
描
き
ま
し
た
。
絵
を
見
て
、

自
然
環
境
を
大
切
に
す
る
気
持
ち

に
な
っ
て
も
ら
え
る
と
う
れ
し
い

で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　町内の中学２年生95人が、10月４日から
８日までの５日間、町内の36事業所で職場
体験を行いました。
　この職場体験は、中学生が働くことの厳
しさや、社会人としての礼儀を学び、自分
の将来を考える契機とすることを目的とし
ており、事業所や地域の皆さんの全面的な
協力を得て実施されました。

小
野　

優
都
君
（
叶
水
中
）

食
品
の
包
装
や
陳
列
を
体
験
し
ま

し
た
。
徐
々
に
上
手
く
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
や
り
が
い
を
感
じ
た
。

すみれ保育園温身の郷

金十商店

大谷農園小国町役場

中学生が職場体験中学生が職場体験
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　モンテディオ山形の「夢クラス」が、10月６日、
小国小学校で行われました。
　これは、サッカー選手と子どもたちが、夢につ
いて語り合う授業で、モンテディオ山形が地域貢
献活動の一環として取り組んでいるものです。
　今回は、キム・クナン選手と中野圭選手が来校。
授業では、代表児童が自分の夢を発表し、両選手
から夢を実現するためのアドバイスが送られてい
ました。授業終了時には、記念品の贈呈や記念撮
影も行われ、子どもたちとの交流も深めていました。

子どもたちの夢にアドバイス
～モンテディオ山形「夢クラス」～

　第17回大里峠越え交流が、10月17日に行われ、
家族連れなど約70人が参加しました。
　この企画は、峠を越えて生活文化の交流があった
新潟県関川村と小国町の交流をさらに深めようと開
催しているものです。
　関川村側から登った一行は、落ち葉の積もる峠道
を進み、山頂で折鶴を奉納。約２時間かけて、小国
町側の手の倉口（玉川地内）に到着しました。手の
倉口では、「大里鍋」が振る舞われ、参加者は秋の
恵みに舌鼓を打ちながら交流を深めていました。

古の街道を歩き交流 ～第17回大里峠越え交流～

秋の峠道を関川村側から小国町側へ歩く

キム・クナン選手（左）と中野圭選手（右）から
記念品の贈呈

10/10/66

10/10/1717

白い森発

　伊佐領小学校閉校記念コンサートが、10月24日、同
校体育館で行われ、児童や保護者、教職員、地域のかた
など約90人が参加しました。
　コンサートは閉校記念事業実行委員会（渡部俊郎実行
委員長）が主催したもので、シンガーソング・ライター
の須貝智郎さんとＡＫＥＭＩさんが招かれ、「名もない
花のように」や「ベコ子は山へ」などを熱唱しました。
　また、須貝さんとＡＫＥＭＩさん、そして地域の子ど
もたちが一緒に手話を交えながら「輪をつくろう」を歌
い、会場から大きな拍手が送られていました。

響き渡る元気な歌声 ～伊佐領小学校閉校記念コンサート～

伊佐領小児童も歌と手話を披露

10/10/2424
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白い森発

　紅葉ウォークin温身平2010が、
10月23日、温身平森林セラピー
ロードで行われ、町外から９人が
参加しました。
　これは、森林セラピー基地の案
内人組織である小国町森林セラ
ピーアテンダントミーティングが
主催したもので、昨年に続き今年
で２回目の取り組みです。
　当日は、晴天に恵まれ、安部清
さん（驚）、横山孝蔵さん（小玉川）
の２人のアテンダントが、メイン
ロードやけもの道など、ブナやミ
ズナラの大木が並ぶ、約5.5㎞の
道のりを案内しました。
　参加者は、アテンダントに森の
癒し効果を体感しながら、ヨガの
手法を取り入れた深呼吸を体験し
たほか、植生している木々に触れ
ながら、ゆっくりと森林散策を楽
しみました。
　参加した佐藤百合子さん（新潟
県新発田市）は、「景色も良く、
ベンチなども整備されていて居心
地が良かった。新緑の季節にも来
てみたい」と話してくれました。

秋のセラピーロードを散策
～紅葉ウォークin温身平2010～

案内ボードで温身平の植生

足を止めて見入っていたヤチダモの大木

　

小
国
町
森
林
セ
ラ
ピ
ー
ア
テ
ン

ダ
ン
ト
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
代
表
の
伊

藤
良
一
さ
ん
（
小
玉
川
）
に
お
話

し
を
伺
い
ま
し
た
。

　
「
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
は
、
現
在
、
二
十
五
人
で
活
動

し
て
い
ま
す
。
温
身
平
で
の
主
な

取
り
組
み
と
し
て
、
七
月
・
八
月

に
温
身
平
ミ
ニ
ツ
ア
ー
、
十
月
の

紅
葉
ウ
ォ
ー
ク
を
行
っ
て
い
る
ほ

か
、
個
別
に
要
請
が
あ
れ
ば
、
そ

の
都
度
、
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

温
身
平
の
散
策
に
訪
れ
る
か
た

は
、
年
々
増
え
て
い
る
よ
う
に
感

じ
ま
す
。
周
辺
地
域
の
自
然
、
文

化
や
、
そ
の
案
内
方
法
に
つ
い
て

研
鑽
を
深
め
、
よ
り
多
く
の
か
た

に
温
身
平
の
魅
力
を
広
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

小
国
町
森
林
セ
ラ
ピ
ー

ア
テ
ン
ダ
ン
ト
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

こ
の
人
に
聞
く

10/10/2323

代
表 

伊
藤
良
一
さ
ん

（
小
玉
川
）
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町
営
住
宅
入
居
者
募
集

■
小
坂
町
勤
労
者
住
宅

　

２
Ｋ　
　

２
戸

▽
家
賃　

三
万
三
千
円

■
岩
井
沢
勤
労
者
住
宅

　

３
Ｄ
Ｋ　

３
戸

▽
家
賃　

四
万
二
千
円

▽
対
象　

小
坂
町
・
岩
井
沢
と
も

に
、
町
内
の
事
業
所
に
お
勤
め

の
か
た

■
敷　

金　

家
賃
の
３
ヶ
月
分

■
募
集
期
限　

11
月
９
日
㈫

■
入
居
時
期　

11
月
下
旬
以
降

■
申
込
・
問
合
先

　

地
域
整
備
課
建
設
管
理
室
へ

認
知
症
出
前
相
談

■
日　

時　

12
月
８
日
㈬

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

■
場　

所　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

■
対　

象　

認
知
症
の
人
を
介
護

し
て
い
る
家
族
の
か
た

■
内　

容　

県
高
齢
者
総
合
相
談

セ
ン
タ
ー
に
よ
る
認
知
症
に
つ

い
て
の
講
話
と
個
別
相
談

■
申
込
・
問
合
先　

健
康
福
祉
課
へ

高
血
圧
予
防
の
た
め
の
講
習
会

■
日　

時　

①
11
月
29
日
㈪
、
②

12
月
６
日
㈪
※
い
ず
れ
も
午
前

10
時
〜
午
後
３
時

■
場　

所　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

■
内　

容　

高
血
圧
に
関
す
る
お

話
、
高
血
圧
予
防
の
食
事
づ
く

り
（
調
理
実
習
を
含
む
）、
メ

タ
ボ
予
防
の
た
め
の
軽
運
動

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
期
限　

11
月
15
日
㈪

■
申
込
・
問
合
先　

健
康
福
祉
課
へ

横
川
ダ
ム
湖
内
の
伐
採
木
を

提
供
し
ま
す

■
日　

時　

11
月
19
日
㈮
、
20
日

㈯
※
い
ず
れ
も
午
前
10
時
か
ら

午
後
３
時

■
引
き
渡
し
場
所　

横
川
ダ
ム
管

理
支
所
の
叶
水
倉
庫

■
伐
採
木　

直
径
５
〜
30
㎝
程
度

の
雑
木
の
幹
。
長
さ
１
ｍ
程
度
。

■
引
き
渡
し
方
法　

担
当
者
の
指

示
に
従
っ
て
整
然
と
積
み
込

み
・
運
搬
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
応　

募　

問
合
先
に
11
月
10
日

㈬
ま
で
応
募
く
だ
さ
い
。
そ
の

際
に
、
お
名
前
・
電
話
番
号
・

住
所
・
車
の
車
種
・
引
取
日
を

お
伝
え
く
だ
さ
い
。
※
応
募
は
、

個
人
・
団
体
で
自
宅
消
費
さ
れ

る
か
た
に
限
定
し
ま
す
。

■
問
合
先　

横
川
ダ
ム
管
理
支
所

（
☎
65
―
２
３
６
３
）
へ

狩
猟
期
間
が
始
ま
り
ま
す

　

山
形
県
の
狩
猟
期
間
が
始
ま
り

ま
す
。
こ
の
期
間
は
、
あ
ら
か
じ

め
手
続
き
を
行
っ
た
狩
猟
者
に
対

し
て
、
狩
猟
可
能
区
域
に
お
け
る

対
象
鳥
獣
の
狩
猟
が
認
め
ら
れ
ま

す
。
狩
猟
者
が
納
め
る
狩
猟
税
は
、

県
の
環
境
・
鳥
獣
保
護
施
策
に
活

か
さ
れ
て
い
ま
す
。
期
間
中
の
狩

猟
に
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

■
県
の
狩
猟
期
間

　

▽
カ
モ
類
（
11
種
）

　
　

11
月
１
日
〜
１
月
31
日

　

▽
そ
の
他
（
38
種
）

　
　

11
月
15
日
〜
２
月
15
日

■
問
合
先　

置
賜
総
合
支
庁
（
☎

０
２
３
８
―
26
―
６
０
３
５
）
へ

白
い
森
杯
柔
道
大
会
２
０
１
０

■
日　

時

　

11
月
20
日
㈯
午
前
９
時
開
会

■
場　

所　

町
民
総
合
体
育
館

■
内　

容　

①
団
体
戦
、
予
選

リ
ー
グ
と
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

②
県
選
抜
対
抗
戦

■
そ
の
他　

翌
日（
21
日
）に
同
会

場
で
合
同
練
習
会
を
行
い
ま
す
。

ご 

案 

内

募 

集

■
問
合
先　

小
国
町
柔
道
会
事
務

局 

佐
々
木
（
☎
62
―
３
８
３

５
）
へ

地
域
さ
さ
え
あ
い
研
修
会

in
小
国
町

■
日　

時　

11
月
21
日
㈰
午
前
９

時
40
分
〜
午
後
３
時
20
分

■
場　

所　

総
合
セ
ン
タ
ー

■
内　

容　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
た
す
け

あ
い
遠
州
理
事
長
稲
葉
ゆ
り
子

氏
の
講
演
並
び
に
中
山
間
地
の

地
域
福
祉
の
情
報
交
換
等

■
参
加
費　

五
百
円

■
申
込
期
限　

11
月
16
日
㈫

■
申
込
・
問
合
先　

実
行
委
員
会

丹
学
（
☎
62
―
５
８
０
２
）
へ

地
域
議
員
協
議
会
を
開
催

　

県
議
会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
の
課
題
や
施
策
等
に
つ
い
て
地

元
議
員
が
審
議
を
行
う
地
域
議
員

協
議
会
を
開
催
し
ま
す
。
傍
聴
を

希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
当
日
会
場

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
日　

時

　

11
月
18
日
㈭
午
後
１
時
〜

■
場　

所　

置
賜
総
合
支
庁
講
堂

■
問
合
先　

県
議
会
事
務
局
政
策

調
査
室
（
☎
０
２
３
―
６
３
０

―
２
８
４
６
）
へ
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☆
あ
そ
び
の
広
場
☆

■
日　

程　

11
月
２
日
、
９
日
、

16
日
「
子
育
て
講
座
・
幼
児
救

急
講
座
」、
30
日

■
時　

間

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
場　

所　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者　

０
歳
か
ら
入
園
前
の

お
子
さ
ん
と
お
家
の
か
た

☆
な
か
よ
し
広
場
☆

■
日
程
と
場
所

　

▼
11
月
４
日
、
18
日

　
　

総
合
セ
ン
タ
ー

　

▼
11
月
11
日
、
25
日

　
　

お
ぐ
に
保
育
園

■
時　

間

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
対
象
者　

０
歳
か
ら
入
園
前
の

お
子
さ
ん
と
お
家
の
か
た

☆
こ
ど
も
愛
ラ
ン
ド
☆

■
日　

時　

12
月
４
日
㈯

　

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

■
場　

所　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

■
内　

容　

リ
ー
ス
作
り
、
簡
単

お
や
つ
作
り

■
申
込
期
限　

12
月
２
日
㈭

　

問
合
先

　
　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

　11月の税金等の口座振替は、次
のとおりです。振替日の前日まで、
指定の口座に入金してください。
●11月26日㈮　水道料
●11月30日㈫　国保税（５期）、
後期高齢者保険料（５期）、介
護保険料、下水道料・簡易水道
料、住宅使用料、保育料等

■問合先　税務課税政管理室へ

今月の納税 2010.11

求 人 情 報

子
育
て
支
援　
　

子
育
て
支
援　
　

　

セ
ン
タ
ー
か
ら

　

セ
ン
タ
ー
か
ら

総合センター図書室から

今月の町長と語る日は11月24日㈬です。お気軽においでください。
皆さんの声をお寄せください。

shiroimori＠town.oguni.yamagata.jp町長室専用メール 0238（62）2611町長室専用FAX

●新着図書
◇乙女の密告 赤染　晶子
◇母　－ オモニ － 姜　　尚中
◇終わらざる夏　上下 浅田　次郎
◇バカボンのパパよりバカなパパ
 赤塚りえ子
◇１週間で正確な音程で歌えるように
なる本 石川　　芳
◇寂聴辻説法 瀬戸内寂聴
◇アレルギー体質は「口呼吸」が原因
だった 西原　克成
◇「ふくらはぎをもむ」と超健康になる
 太谷由紀子

◇みごと胎児に戻るまで 林　　栄子
◇床下の小人たち メアリー・ノートン

●休館日…毎週月曜日、祝日

　左の表は、10月27日現在でハローワー
クへ登録された求人のうち、小国町をお
もな就業先としている求人情報です。
　既に雇用が確定している場合もありま
すので、ご了承ください。
　求人情報の詳細については、ハロー
ワーク長井（☎84－8609）へお問い合わ
せください。

事　業　所　名 職　　　種 求人数 勤　務　時　間

㈲ ア オ キ 工 業 法面工 ２人 ８：00～ 17：00

ア ク サ 生 命 保 険 ㈱
長 井 営 業 所

商工会議所・商工会共済制
度推進スタッフ（正社員） ３人 ９：15～ 17：00

㈲ 蔵 王 ス ト ア ー レジ係（販売員） １人 ８：45～ 18：00

㈲白い森よこね物産品直売所 販売・接客 １人 ９：00～ 18：00

安 部 工 業 ㈱ 型枠大工・一般作業員 ２人 ８：00～ 17：00

㈱ ケ イ ー プ ロ ダ ク ツ 自動車販売 １人 ９：00～ 18：00

㈱ ア イ コ ン ワ ー ル ド
新 潟 営 業 所

（派）ＣＡＤ設計業務
（山形県） １人 ８：30～ 17：15

㈱ 横 川 建 設 土木施工管理技士（見習い
可）・重車輌オペレーター ４人 ８：00～ 17：00

遠 藤 建 設 ㈱ 土木施工管理技士 １人 ８：00～ 17：00

ハ イ コ ー ㈱ 電気工事（見習い可） １人 ８：00～ 17：00

合資会社山佐　佐藤農機店 営業・販売・整備工 １人 ８：30～ 17：30

㈱ コ メ リ　 新 潟 地 区 本 部 販売員（リージョナル社員）
（山形・新潟・長野北信、中信） １人 ９：00～ 18：00

11：30～ 20：30

ＫＡＴＥＫＹＯ学院　長井校 完全個別指導　家庭教師 10人

17：00～ 21：00
18：00～ 22：00
19：00～ 21：00又は
10：00～ 22：00の間

の２時間

㈱ 金 十 商 店 生鮮作業業務・レジ
事務全般 ４人 ９：30～ 12：30

16：00～ 20：00

㈲コンビニステーション
オ レ ン ジ 店員 １人 ９：00～ 18：00

のうち４時間程度
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●ホームページアドレス  http://www.town.oguni.yamagata.jp　●斎場夜間受付（17:00 ～ 21:00）  3023－645－3077
●携帯電話向けサイト  http://www.town.oguni.yamagata.jp/m/index.html
●総合センター（教育委員会事務局）  362－2141　●小国町健康管理センター（健康福祉課）  361－1000
●子育て支援センター  362－2330　●町民体育館  362－5421　●町立病院  361－1111　●老人保健施設  361－1200
●癒しの園ホームページアドレス　http://www3.ic-net.or. jp/̃ognihs12/iyashinosonoindex.htm

▌保健カレンダー ■問合先　健康福祉課へ
月　日 内　容 受付時間 対象のお子さん（生まれた月） 場　所

12月10日㈮ １歳６カ月児健診 12：30～ 13：00 Ｈ21年４月～Ｈ21年６月 健康管理センター
※持ち物
　母子健康手帳12月17日㈮

１歳児健診 13：00～ 13：10 Ｈ21年12月
４カ月児健診 13：10～ 13：20 Ｈ22年８月

■受付期間
　平成22年11月９日㈫から11日㈭まで
■受付時間　午前８時30分から午後７時まで
■受付場所　健康管理センター
■対 象 者　放課後に家庭で養育することがで
きない小学１年生から３年生までの児童

■申込方法　申込書に必要事項を記入のうえ、
健康管理センターに提出してください。

　なお、申込書は、健康管理センター及び各保
育園に準備しています。

■そ の 他　平成23年度に入所を予定してい
るかたは、必ず期間内に申込くださるようお
願いします。

　※定員　中央児童室40人　分室30人
■問 合 先　健康福祉課へ

　相続、贈与等により取得した生命保険契約や損害
保険契約等に係る年金の所得税の取扱いを改めるこ
ととしました。
　この取扱いの変更により、所得税の還付を受ける
ことができる場合があります。詳しくは、国税庁
ホームページ（www.nta.go.jp）をご覧いただくか、
長井税務署にお問合せください。
■問合先　長井税務署（☎84－1810）へ

　日本下水道協会山形県支部に登録している責任技
術者で、登録の有効期限が平成23年１月31日まで
のかたは、現在所属している指定工事店所在地の市
町村で更新手続きが必要です。
■該当者　登録有効期限が平成23年１月31日までの

かた
■必要な手続き
　①登録更新の申請　②更新講習会の受講
■更新申請期限　12月１日㈬まで
■申込・問合先　地域整備課上下水道室へ

排水整備工事責任技術者
登録更新のお知らせ

税務署からのお知らせ

平成23年度小国町中央児童室

入所申込を受け付けます

　町では、公共施設の管理運営を行う民間
の法人やその他の団体「指定管理者」を募
集しています。
※個人は指定管理者にはなれません。
■募集対象施設（２施設）
　・健康の森横根
　・温水プール
■指定管理期間
　平成23年４月１日から
　平成28年３月31日まで５年間
■申請書受付日
　平成22年11月17日㈬、18日㈭
　いずれも午前８時30分から午後５時まで
■受付場所
　役場産業振興課商工観光室
■募集要項等
　申請書及び募集要項等は、町ホームペー
ジに掲載しています。また、産業振興課
商工観光室でも配布いたします。

■問合先
　産業振興課商工観光室へ

指定管理者を
　　募集します
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● 小 国 町 役 場  362－2111㈹  562－5464
●行 政 管 理 室  362－2112　●政 策 企 画 室  362－2264　●住民窓口担当・町民生活担当  362－2260
●国保医療担当  362－2261　●税 政 管 理 室  362－2403　●会 計 室  362－2406
●農 林 振 興 室  362－2408　●商 工 観 光 室  362－2416　●建設管理室・上下水道室  362－2431
●建 設 技 術 室  362－2432　●議 会 事 務 局  362－2448

戦後強制抑留者の皆さまへ

　大型機械での除雪が困難な歩道・生活道路などを対
象に、町のハンドガイド式小型除雪機（35馬力）を
貸し出します。
■対象道路
　・町道その他町が管理する道路で、道幅の狭い１車

線の道路又は歩道
　・個人又は法人が管理し、不特定の一般交通の用に

供されている道路など
■対象者
　・２世帯以上で構成する任意団体
　・町長が特に認める個人または法人
　※除雪を業とするものには貸与できません
■募集期間　11月１日㈪～ 17日㈬
■貸出期間　11月下旬～３月31日
■その他　申込件数が多い場合は、選考審査会で審査

し決定します。
■申込先　地域整備課建設管理室へ

　防火標語（平成22年全国統一防火標語）
『「消したかな」　あなたを守る　合言葉』

　秋の火災予防運動を、11月９日㈫～15日㈪の
７日間実施します。
　期間中は、午前７時と午後６時に非常サイレンを
鳴らします。火災と間違わないようにしてください。
　また、14日㈰午前９時から11時30分まで、消
防自動車が、火災予防パレードを行います。
■問合先　消防小国分署（☎62－2154）へ

　シベリア戦後強制抑留者に対する特別給付金の請求
受付が、平成22年10月25日㈪から始まりました。
　対象者は、戦後強制抑留者で平成22年６月16日に日
本国籍を有するご存命のかたです。
　請求受付期間は、平成22年10月25日から平成24年３
月31日までです。対象となるかたで、当基金から請求
書類が届いていない場合は、お問合せください。
■問合先　独立行政法人平和祈念事業特別基金 事業部
特別給付金担当（☎0570－059－204）
　※ＩＰ電話、ＰＨＳからは☎03－5860－2748へ

除雪機を貸し出します

戦後強制抑留者の皆さまへ

談相
年金相談

■日　時　11月17日㈬ 10：30 ～ 14：30
■場　所　役場町民相談室
■対応者　日本年金機構
　　　　　米沢事務所職員
■問合先　町民課住民窓口担当へ

人権相談
■日　時　11月17日㈬ 10：00 ～ 12：00
■場　所　総合センター
■対応者　町人権擁護委員
■問合先　町民課住民窓口担当へ

特設人権相談
■日　時　12月３日㈮ 10：00 ～ 14：00
■場　所　総合センター
■対応者　町人権擁護委員
■問合先　町民課住民窓口担当へ

弁護士無料法律相談
■日　時　12月３日㈮ 10：00 ～ 15：00
■場　所　総合センター
■対応者　町顧問弁護士
■申込み　11月29日㈪までお申込くださ

い。
■申込・問合先　町民課町民生活担当へ

消費者相談
■日　時　11月27日㈯ 10：00 ～ 15：00
■場　所　役場町民相談室
■内　容　多重債務に関する相談など
■対応者　司法書士　舟山健蔵氏
■申込み　事前に申込が必要です。
■申込・問合先　町民課町民生活担当へ

行政書士無料相談
■開催日　毎月第４火曜日
■時　間　10：00 ～ 13：00
■場　所　長井市役所
　　　　　市民相談センター内
■問合先　山形県行政書士会長井支部事

務局（☎88－2825）へ

秋の火災予防運動
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戸籍のまど戸籍のまど

人口のうごき
人　口 男 … 4,422人（－６）

女 … 4,687人（－６）
計 … 9,109人（－12）

世帯数 3,252世帯（±０）
平成22年９月30日現在

幸 町 丹 内 彩
さ 　 え

愛（ 淳
燕

小 玉 川 渡 邊 里
さ と み

美（竹 男
義 子

誕生おめでとうございます。誕生おめでとうございます。

（ 舟 渡 川 上 秀 弘
新 潟 県 大 滝 宏 美

（ 若 山 今 裕 馬
湯 花 五十嵐 舞 子

結婚おめでとうございます。結婚おめでとうございます。

綱 木 箱 口 原 田 シヅエ（89）
町 原 小 嶋 彌 作（81）
岩 井 沢 野 澤 こ の（97）
東 原 加 藤 喜美雄（85）
足 野 水 小 松 和 夫（81）
折 戸 齋 藤 次三郎（62）
増 岡 今 一 郎（77）
五 味 沢 齋 藤 千 代（75）
兵 庫 舘 岩 崎 三 郎（71）
小 股 伊 藤 ヨシエ（90）
増 岡 永 井 喜美子（76）

おくやみ申し上げます。おくやみ申し上げます。

伝えよう！ 広めよう！

シリーズ❼
おぐにの食文化

栗と舞
茸のふ

かし
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を
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き
、
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た
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た
に
何
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で
参
加
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の
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聞
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て
み
ま
し
た
。

新
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ら
参
加
し
た

か
た
は
、「
新
発
田
で

物
産
市
が
あ
っ
た
と
き
、

こ
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」
と
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と
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て
、「
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当
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た
」
と
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て
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ま
し
た
。
参
加
し
た
人
々
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森
の
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さ
、
案
内
人
の
人
情
に

触
れ
、
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
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て
い
た
よ
う
で
す
。

　

町
外
の
人
々
が
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力
に
感
じ
、

楽
し
め
る
豊
か
な
資
源
。
そ
の
情

報
発
信
の
大
切
さ
を
感
じ
た
一
日

で
し
た
。 

（
加
藤
）

編編編編集集集集後後後後記記記記編集後記

§材　料
　もち米……………………５合
　舞茸………………………１袋
　ニンジン……………… 1/2本
　油あげ………………１～２枚
　栗…………………………適量
　ササギ……………………適量

　〈Ａ〉
　しょうゆ……………… 60㎖
　酒……………………… 50㎖
　みりん………………… 50㎖
　水………………………100㎖
　ほんだし…………………少々

　足野水地区では、昔から10月12日に、集落の
収穫祭をしています。
　収穫祭は、この秋に収穫した米や野菜、キノコ
などで作った料理を持ち寄り、十二山神神社に供
え、秋の実りに感謝する行事です。
　今回紹介した料理は、収穫祭に供えたもののひ
とつで、このほかにも、あけびの皮を使った料理
など、小国ならではの食が並びます。
　こうした食文化を大切にして、子どもたちにも
伝えていきたいと思っています。

§作り方
　① ニンジンをささがきにして、油あげを細切りにする。舞茸は手

で裂く。
　② Ａの調味料で、ニンジン・舞茸・油あげを煮る。
　③ 蒸し器に蒸し布をしき、もち米と皮をむいた栗を強火で10～

15分蒸す。
　④ 蒸しあがったもち米と栗を大きいボールにあけ、②の具と煮汁

をよく混ぜる。
　⑤ 再び蒸し器に戻し、10～ 15分蒸す。
　⑥ 器に盛り付け、ゆでたササギを細切りにして混ぜる。

伝承者：佐藤悦子さん（足野水）
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